














建造物に施されていた ( 図 1)。






















　ここで示す仮説は、2003 年から 2004 年にかけて、
CONCULTURA と名古屋大学が行った測量調査に基づ
いている。
　“ 列柱の建造物 ” ( 西基壇の上部建造物 ) を測量した
結果、この建造物は南北 30 ｍ長で独立して建てられ
たことが確認できた。B1-1 建造物の北には、“ 列柱の
建造物 ” に似た建造物 ( 北基壇 ) があった。北基壇は
西基壇と同じ長さを持ち、それぞれの基線は直角に近
い 87 度で交差している ( 図 1a)。
　B1-1 建造物は、大きな基壇 ( 大基壇 ) の上に建って
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から埋葬 1 が出土した（図 2）。埋葬 0 では、彫刻さ
れた骨製品 1 点、黄鉄鉱製円盤 1 点、そして、ヒス
イ製垂飾 5 点、ヒスイ製玉 3 点とトルコ石製玉 75 点
からなると考えられる首飾り 1 本が副葬されていた。






























720 ｍと 721 ｍの間に床がある。この床面は試掘坑
の北にある南基壇の一部である可能性がある。







































































玄達瀬は北東に向かって約縦 18km、幅は 7km と細



















１．1982 年 2 月末か 3 月初旬、越前町の漁師の方
がカレイの底引き網漁中に玄達瀬近くの海深－ 270
ｍの地点より引き揚げた。この漁師の方は、後日越前







うっすらと付着する。筆者が 1983 年 1 月に引き揚
げた方の庭先で拝見した時には、海底の付着物が甕全
面に見られたが、現在はほとんど剥離している。「木」
風の刻文が肩に見られる。
　２．1986 年２月、アマエビ漁中、別の漁師の方が
